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 食 物 中の鉄 は十 二指腸及 び空腸上 部の絨毛上 皮細胞
の刷 子縁(13rush border)にFe2+の 形で吸 着 され.
膜 を通 過 して細胞 内に入 る と,一 部 の鉄 は分子 鍛約45
万1>の タ ンパ ク質,即 ちア ポフェ リチ ン(Af)の 皮殻
内 に取 り込 まれ,微 細 な 結 晶粒 子 の集 合体2)で ある
iron coreを 形成 し,フ ェ リチ ン(Fr)と な って貯蔵
され る。 その際.Fe2+は 多分Afの 触 媒作用 でFe3+
に酸化3)さ れ.更 に加水分 解を受 けて 主 と してferric
oxyhydroxide3)・4)(FeO・OH)の 形 でiron coreを 形成
す るが,体 内 の鉄 需要 に応 じて恐 ら くFMNH2の 作用
でFe3+がFe2+に 還元3)さ れて 血 中 に動員 され る。
血 中で は アポ トラ ンスフ ェ リンのreceptor site5)に
Fe2+が 結合 して トラ ンス フェ リン とな り,各 臓器 に
鉄を 輸送 す る。鉄 は骨髄 で は赤 血球 造 血に利用 され,
又肝.脾 な どで は フェ リチ ン又 はヘモ ジデ リンと して
貯蔵 され る。吾々 の体 内で は約496)の 鉄が 閉鎖循環η
を営 んで お り,大 便 や尿 などに排 泄 され る鉄 の量 は1
日に僅 か約5mg8)と 言わ れて いる。従 って,体 内の鉄
量 を一定 に保 つ には,体 外 へ失われ た鉄量 だ けを腸 か
ら吸収 す ればよ い ことに な る。Granick9)・10)は 十二指
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腸粘 膜 に鉄 吸収の制御機 構が 存在 す る ことを想定 して
"mucosal block"説 を提III;したが
,こ れを支持す る人
も少 な くない8),11),12)。吾々 は成 熟 したWistar系 雄 ラ
ッ トを用 い,以 下 述べ る4つ の条件 下 に,過 剰鉄 を経
口的,或 い は非経 口的 に投 与 して,十 二指 腸粘膜(腸
粘膜 と略)のFrが,鉄 吸収 制御機 構 とどんな係 りを
持つ か につ いて検 討 した。
       実験材料及 び実 験方 法
 体 重約3009のWistar系 雄 ラ ッ トを一定 の温度(23
土2℃)と 湿度(40土10%)に 保 った空調室 内で,オ リエ
ンタル固形飼 料 と水を 自由に与 えて飼 育 し,16時 間絶
食 の後 に実 験に供 した。実験 条件 と して は,(1)正 常
ラ ッ トの胃内 にクエ ン酸鉄(Fe3+)90m9(鉄18mg)を
水5m1に とか してゾ ンデ で注入,(2)引 き続 き15分 後
に同量 の鉄 を 胃内に注入,(3)正 常 ラッ トの尾 部を切
断 して5mlの 潟血 を行 ない.同 時 に鉄 欠乏飼料 で5日
間飼育 した後,上 記 と同量 の鉄 を 胃内に注入,(4)正
常 ラッ トの体 重1009当 り500μ9(鉄59.2μ9)の クエ
ン酸 ア ンモニ ウム鉄(Fe3+)を 生 食水0.5m1に とか し
て腹腔 内 に注入,の 各 々につ いて,ラ ッ ト2匹 ずつ を,
鉄 を投 与 して15,30,60分,3.24時間後 に解剖 して
肝,脾,腸 粘膜 のFr一 鉄 とAfを 測定 し,同 時 に血 清
鉄(SI),血 清 の総 鉄結 合能13)(TIBC),血 中のRBC,
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Table 1 The isolation pr∞edures of apoferritin 
according to R.R. Crichton et a1.(1973) 
Homogenize tissue in 3 vol. of water 
↓ 
Hea七a七 750Cfor ten rninu七es
↓ 




Centrifuge at 2500g for工5minutes 
↓ 
Redissolve precipi七atein water and dialyse 
against water overnight 
↓ 
Centrifuge a七 23，000gfor 30 minutes 
↓ 
αlroma七ographon Sephadex G-200 






















































































































Fig. 1 The time course of S1 as well as Fr-iron and AF levels of the organs 
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Fig. 2 The time course of S1 as well as Fr-iron and AF levels of the organs 
in the normal rats given iron citrate p・o.twice at an interval of 15 























































Fig. 3 The time course of SI as well as Fr-iron and AF levels of the organs 
in the phlebotomied anemic rats given iron citrate p・O・-宜UIflWIOUO The 




























Fig. 4: The time COurse of S1 as well as Fr-iron and AF levels of the organs 
in the normal rats given iron ammonium citrate intraperitoneally. 
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Fig. 5 The time course of blood and bone marrow findings in the normal and 
phlebotomied anemic rats given iron citrate p・0.，or iron ammonium citrate 








































































































1F 4月〉及び第341i1J日本栄養・食糧学会(札幌， 1980 
年8月)で発表した。
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